






















































が持っ ている資源 まり「教育力」や「研究」 、 そしてそこから生まれた 「成果」をもっと直接的に役立てられないかという社会の要請 強くなっ てきました。　
その声を受けてできたのが、地域















































「学内でも社会のニーズに敏感に反応する」この２つを実践していくことで、地域連携 裾野 今後 ますます広がっていくのではないでしょうか。
Special Interview
Shinichi Nakamura
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とを目指し、 地域と世界の人々に貢献するため、 個々の教員が、 何ものにも束縛されることなく、 真理 追究するとともに新 な知を創造し、 それに基づく教育を進めよう している。ベスト
10の大学になるための基本方























































































































































































































































































の活動が、全国でもユニークだと評価されるのは、地 と密着し、地元ならでは 独創的で面白いプロジ ェクトが多いからだ。　
平成
17年からの 「地域活性化プロ
ジェクト」 では、 「いしかわ金沢学」 「観光学・まちづくり」 「市民大学院」 「地域経済塾」 という４つのユ ニークな地域活性化のための事業を展開した。　「いしかわ金沢学」は、地域に点在する有形無形の文化的遺産・資源を集積し、その文化的価値を明
らかにするとともに、それらを用い
社会貢献活動の 「これまで」 をたどり、 「これから」 を結ぶ各地で芽吹く連携の輪大学が歩んだプロジェクトの全貌
地域連携のこれまで
金沢大学は法人化とともに、大学の憲法ともいえる「金沢大学憲章」制定、その中で「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」という理念を掲げ、 「教育」「研究」「社会 」の３つを柱に活動を続けている。中でも、社会貢献 全国的に見てもユニークなアイデアあふれる事業を展開しており、その活動は国内トップレベルにあるといえるだろう。大学が誇る地域連携・社会貢献の これまで」と「こ から」をまとめた。
た学習活動を行い、歴史・世代の流れを認識し、文化の継承と発展を図っ 。　
「観光学・ まちづくり」 は、 大学と
地域社会の連携を深め、 石川県内の観光資源の掘り起こしや活用プログラムを作り、 まちづくり団体との連携や研究会の開催、 地域づくり学生
インターンシ ップ事業を実施 。　
「市民大学院」 は、 １年制の市民
向け大学院として、 北陸地域の文化に関する研究テーマを持った市民研究をサポート。 その成果は 「金沢大学市民大学院論文集」 として公刊するだけでなく、 優秀な論文については、 学会誌への掲載を支援した。　「地域経済塾」は、受講者の理論やスキル向上を図るとともに、受講者・修了者のネットワーク形成に
よって、強い北陸経済 創っていくことを目指した。市民、企業人、行政職員 対象としたマネジメントなどの各種講座も好評だった。　
これらのプロジ ェ クトは地域の活性
化に寄与しただけでなく、 普段は接触することが少ない市民と大学教員との間に大小の 「絆」 生んだ。 大学が得た信頼も決して小さくはない。自然豊かな敷地を利用里山プロジェクト　
数ある地域連携の取り組みの中








































































































































































































































ような自然共生型の地域再生を目指し、 これらの教育・研究を推進し、能登における里山 ・ 里海の歴史的変遷の解明、 物質循環と 物多様性から見た現在の動態の解析を踏まえた将来予測モデルを構築する。 加えて里山・里海の保全・活用を地域再生に結びつけるため 「環境配慮型（環境にやさしい） 」 農林水産業の手法、 バイオマスなど 活用技術を開発する。 また、 そのための臨地主義による人材育成を行う。　
そして、研究成果と角間キャンパ
スが有する里山ゾーンを活用し、 「学











クト、そして里山を利用した教育・研究による地域再生の活動は、 「地域」と「環境」の再生を同時に達成し、その果実を社会へ還元するという新しい循環を生み出 ゆく。この地域連携が生み出す は、大学と地域との 「連携」と「共 」であり、他の大学が まだ達成したことのない新しい領 でもあるのだ。
黄砂を観測して環日本海域の環境動態の解明を目指す「能登スーパーサイト」
都市圏の意欲ある人材を能登に呼び寄せる里山里海アクティビティ






登半島における持続可能な地域発展を目指す里山里海アクティビティの創出」 （以下、 「里山里海アクビティ」 ） 。能登半島に若者や学生を呼び込み、里山の保全や環境教育・研究を実施し 交流活動の拡大と地域の内発的なビジネスを促し、地域の活性化 創出する。目標を３年間で１千人と設定し、その受け入れのために「協働ディレクター」１人と「地域コーディネーター」２人
能登に配置するというプランで、中村教授はそのプログラム・リーダーだ。　
中村学長はあいさつの中で、 「里



























































































能美市のケースから見えてくる対話か 始まる相互理解タウン ・ ミーテ ィングから生まれたもの対話を通じて大学が地域に果たす役割を考え、 地域のニーズを大学運営に生かすことを目的に、 金沢大学は毎年、 石川県内各地で 「タウン・ミーティング」 を開催し いる。 平成
21年度は、 能美市が目指す 「環境のまち」 や、 大
学と市の連携のあり方について市民とともに話し合った。 能美市とのタウン ・ ミーティング 通じて そこから生まれたものを考えていく。浩夫教授＝地域連携推進センター長＝）では「暮らしとまちづくり」をテーマに意見交換が行われ、 「美化センターからゴミの出し方」や 人間とカラスの共存策」 「水質汚染について」とい った暮 しに直接関 る問題を話し合った。また、能美市婦人団体協議会が取り組む「グリーンカーテン」に関 て「ぜひ市に広めてほしい」と賛同する意見も出た。参加した金沢大学の学生からは「学生と市民が話せる場がほしい。そのためにも、辰口キャンパスを市民学生が一緒に活用でき ようほしい」と提言があった。　
この後開かれた全体会議では、金
沢大学と能美市との接点ともいえる辰口キャンパスの活用方法 議論の中心になった。活用方法を巡っては、中村学長があいさつでも触れたほか、話題提供者の小川将友さん（能美の里山ファン倶楽部）からも提案があり 「辰口キャンパ スの開放と利用に向けた取り組みを今後ど
う進めていくか」という課題をタウン・ミーティングの一つの成果として具体化させていくことを確認した。今後は、環境教育や市民交流の場としても辰口キャンパスを利用すべく、市との連携を図っ ていく。地域と手をつなぐた に住民の声を聞き続ける　
能美市でのタウン・ミーティングを
通じて見えてきたのは 地域 住民が日々自分の む街 環境に関心を持って生活しているという点だろう。それは、当然のことであるよ にも思えるが、住民が日々思っている意見や希望を公の場で述べる機会





山市） 、珠洲市、能登町、羽咋市、穴水町、内灘町の各地で開催された。地域から、大学に対してさまざまな要望が提案され、そこからいくつもの連携も芽生えてきている。例えば、 「能登半島里山里海自然学校」は珠洲市でのタウン・ミーティングを通じた交流 中で生まれた。その実績が、現在実施している「能登里山マイスター養成プログラム」につなが っ ている。　
どのような意見や提案が地域住






































上時国家、 下時国家は、 源平 ・ 壇ノ
浦の戦いで敗れた平家一門のうち、「平家にあらずんば人にあらず」 と奢ったことで知られる武将・平大納言時忠の末裔 邸宅。 約８００年の歴史を受け継ぐ 「時国家」 を取材。
　
刻々と変化する夜空を観察しな
がら、 星が降り注ぐ瞬間を待つスタッフ。 しかし、 なかなかチャンスは訪れない。 能登の満天の星空が現れるのを期待して、 静 にその時を待つ。
23時
ごろになって夜空のあちこちで星が輝き始め、 ようやく撮影 成功する。 しかし、 能登の冬空は変化が早く、「満天の星空」 とはならなかった。 さらにチャンスを待つスタッ フたち。
　
能登丼とは、 奥能登地区の２市２町























たが、ウェブクラスは、サークルの枠を超え 学生による地域貢献プロジ クトを今後も続けていくという。今年からは、学内の話題のみならず、地域と連携しな ら学生と地域住民にとって有益情報をインターネットを利用して動画などで発信することも計画している。






































やろう」と決めていた。研究室にいるのではなく、外に出かけようと心がけた。そこで、 「大学の周りには大学を求めている地域がある」ということがわかっ 活動を通じてネットワークも構築でき 能登半島里山里海自然学校の３年間を総括したときに、「キャ ッチボール」という言葉が出てきた。私たちはまだ気づいていないのかもしれないが、今まさに地域の人々とキャ ッチボールを始めている だろう。
金沢大学の地域連携を展望する地域貢献の総合窓口として、 金沢大学に 「地域貢献推進室」 ができたのが平成
14年。 その後も部署の名
前こそ変わってきたが、 連携のための窓口は現在にいたるまで発展し続け、 個性あふれる地域貢献、 地域連携事業を推進して 。 その活動を振り返るためのワークショップ 「金沢大学 地域連携を展望する」 が１月
20日、 角間キャンパス自然科学大講義棟

































































金沢大学は 「教育」 「研究」 と 「社

















	 大学として今後、 社会貢献をどう考えるのか。 社会貢献が３つのミッションの一つに掲げられているのに、 学内に専任スタッフが２人しかいない。 これがミッションを遂行する体制だろうか。 活動を学内外にＰＲする姿勢も不足していたと思うし、 学内では学長がトップになるようなしっかりした組織、 体制づくりを要望したい。
そのほかの関係者・参加者の意見
◆
	 地域の人たちとの協力はもちろん不可欠だが、 依存関係になってしまって言いたいことも言えなくなるのはまずい。 べったりする ではなく、適度な距離感も必要だ。
◆


































































ても、大学における地域連携の役割は、一層重要となっ ています。しかし、 地域連携の現状、展望などについ 、分かりやすく説明できる資料が少なかったことから、今回平成
16年６月に
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